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日
弁
連
は
、
本
年
7
月
16
日
付
け
で
、

「
米
国
の
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
死
刑
の
執

行
停
止
を
受
け
、
あ
ら
た
め
て
日
本
で

の
死
刑
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
会
長
談

話
」
を
公
表
し
た
。

先
進
国
で
死
刑
制
度
が
残

る
の
は
米
国
と
日
本
だ
け

　
O
E
C
D
に
加
盟
す
る
先
進
38
か
国

の
う
ち
、
死
刑
制
度
が
残
っ
て
い
る
の

は
日
本
、
米
国
、
韓
国
の
3
か
国
だ
け

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
韓
国
は
す
で
に

二
十
年
以
上
死
刑
が
執
行
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
事
実
上
の
死
刑
廃
止
国
に
分

類
さ
れ
て
い
る
。

　
米
国
で
は
州
法
違
反
の
罪
は
州
の
裁

判
所
で
、
連
邦
法
違
反
の
罪
は
連
邦
裁

判
所
で
審
理
さ
れ
る
。
州
レ
ベ
ル
で
は
、

50
州
中
す
で
に
23
州
が
死
刑
を
廃
止
し

て
い
る
。
残
る
27
州
の
う
ち
12
州
で
は

最
近
10
年
以
上
執
行
が
な
い
。
死
刑
執

行
が
続
い
て
い
る
州
に
お
い
て
も
、
執

行
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
他
方
、

連
邦
レ
ベ
ル
で
は
死
刑
制
度
が
残
っ
て

い
る
。

　
ち
な
み
に
日
本
で
は
、
2
0
1
9
年

12
月
を
最
後
に
し
ば
ら
く
は
執
行
が
な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
は
例
年
2
回

程
度
の
執
行
が
行
わ
れ
て
き
た
。
特
に
、

2
0
1
8
年
に
は
年
間
で
15
名
も
の
大

量
執
行
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る

大
量
執
行

　
ト
ラ
ン
プ
前
政
権
は
、
退
陣
の
間
際

の
本
年
1
月
ま
で
の
半
年
間
に
、
立
て

続
け
に
死
刑
を
執
行
し
た
。
一
連
の
執

行
は
少
な
く
と
も
三
つ
の
点
で
特
異
な

も
の
で
あ
っ
た
。

　
第
一
に
、
執
行
数
の
多
さ
が
挙
げ
ら

れ
る
。
連
邦
レ
ベ
ル
で
は
過
去
17
年
に

わ
た
り
執
行
が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
最
後
の
半
年

の
間
に
13
名
に
つ
い
て
死
刑
を
執
行
し

た
。
一
人
の
大
統
領
に
よ
る
執
行
と
し

て
は
戦
後
最
大
の
数
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
執
行
方
法
の
変
更
が
あ
る
。

連
邦
の
死
刑
は
、
規
則
上
、
特
定
の
薬

品
を
注
射
す
る
こ
と
に
よ
り
執
行
す
る

こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
薬

品
の
米
国
内
で
の
生
産
が
停
止
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
入
手
が
困
難
と
な
っ
て
い

た
。
そ
こ
で
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
規
則

を
変
更
し
て
他
の
薬
剤
の
使
用
を
可
能

に
し
た
上
で
、
執
行
に
踏
み
切
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
規
則
変
更
で
は
、
感
電

死
や
窒
素
ガ
ス
、
銃
殺
と
い
っ
た
執
行

方
法
も
可
能
に
し
て
い
る
。

　
第
三
は
、
執
行
の
時
期
で
あ
る
。
一

連
の
執
行
は
大
統
領
選
挙
の
運
動
期
間

中
に
始
ま
り
、
投
票
結
果
が
明
ら
か
に

な
っ
た
後
も
続
け
ら
れ
た
。
選
挙
が
終

わ
り
、
大
統
領
の
交
代
を
控
え
て
い
る

時
期
の
執
行
は
し
な
い
と
い
う
百
年
来

の
慣
例
も
破
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
執
行

は
、
死
刑
を
支
持
す
る
保
守
層
へ
の
ア

ピ
ー
ル
を
狙
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い

る
。バ

イ
デ
ン
大
統
領
へ
の
期

待
と
政
権
発
足
後
の
沈
黙

　
一
方
、
バ
イ
デ
ン
氏
は
、
大
統
領
選

挙
の
最
中
か
ら
、
連
邦
で
の
死
刑
制
度

廃
止
を
公
約
に
掲
げ
て
い
た
。「
連
邦

レ
ベ
ル
で
の
死
刑
を
廃
止
す
る
法
案
を

成
立
さ
せ
、
各
州
が
こ
れ
に
従
う
よ
う

働
き
掛
け
る
。」。
こ
れ
が
彼
の
選
挙
公

約
で
あ
っ
た
。
新
大
統
領
の
誕
生
は
、

米
国
の
死
刑
廃
止
に
取
り
組
む
人
た
ち

に
大
き
な
期
待
を
抱
か
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
と
は
そ
う
単
純
で
は
な

い
。
米
国
で
は
、
新
大
統
領
就
任
後
最

初
の
1
0
0
日
の
姿
勢
が
注
目
さ
れ
る

が
、
死
刑
廃
止
に
関
し
て
明
確
な
動
き

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
米
国
の
死
刑
廃

止
運
動
の
関
係
者
は
不
満
を
募
ら
せ
て

い
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
6
月
15
日
に
は
、

ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
の
爆
弾
事
件
の
被

告
人
に
対
し
て
、
司
法
省
が
死
刑
求
刑

を
維
持
す
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
。

こ
の
事
件
で
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
の
司

法
省
は
、
終
身
刑
の
判
決
を
不
服
と
し

死
刑
を
求
め
て
上
訴
し
て
い
た
が
、
バ

イ
デ
ン
政
権
下
の
司
法
省
も
同
様
に
死

刑
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
は
バ
イ
デ
ン
氏
の
公

約
違
反
で
は
な
い
か
と
い
う
強
い
反
発

の
声
が
上
が
っ
た
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

の
副
報
道
官
は
、
司
法
省
に
は
独
立
性

が
あ
り
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
よ
う
に
独

立
性
を
侵
害
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な

い
と
説
明
し
た
。

ガ
ー
ラ
ン
ド
司
法
長
官
の

通
知

　
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
半
月
後
の
7
月
1

日
、
ガ
ー
ラ
ン
ド
司
法
長
官
は
、
連
邦

レ
ベ
ル
で
の
死
刑
の
執
行
を
一
時
的
に

停
止
す
る
と
の
通
知
を
公
表
し
た
。

　
司
法
長
官
が
公
式
に
死
刑
執
行
の
一

時
停
止
を
言
明
し
た
こ
と
は
大
き
な

ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。
諸
外
国
の
例
を
み

る
と
、
執
行
停
止
は
そ
の
ま
ま
死
刑
制

度
の
廃
止
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い
。

米
国
で
も
い
よ
い
よ
連
邦
レ
ベ
ル
で
の

死
刑
制
度
の
廃
止
が
視
野
に
入
っ
て
き

た
。

　
司
法
長
官
の
通
知
に
関
し
て
は
、
単

に
ト
ラ
ン
プ
政
権
以
前
の
状
態
に
戻
す

措
置
に
す
ぎ
ず
、
過
大
な
期
待
は
で
き

な
い
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
慎
重
論
が
広
が
る
の
も
無
理
は
な
い
。

死
刑
廃
止
を
公
約
に
掲
げ
た
バ
イ
デ
ン

氏
へ
の
当
初
の
期
待
が
大
き
か
っ
た
わ

り
に
は
、
死
刑
制
度
廃
止
へ
の
当
初
の

動
き
が
鈍
か
っ
た
か
ら
だ
。

　
け
れ
ど
も
、
こ
の
通
知
の
冒
頭
に
は
、

人
道
性
、
公
平
性
、
え
ん
罪
の
問
題
な

ど
の
見
地
か
ら
、
死
刑
制
度
に
対
す
る

重
大
な
懸
念
が
あ
る
と
の
前
置
き
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
現
政
権
が
、
死
刑
制

度
の
廃
止
を
志
向
し
て
い
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
米
国
で
の

報
道
も
、
司
法
長
官
の
通
知
は
、
死
刑

廃
止
に
向
か
う
上
で
十
分
と
は
言
え
な

い
ま
で
も
着
実
な
一
歩
で
あ
る
、
と
の

論
調
が
多
い
。

会
長
談
話
と

日
本
の
方
向
性

　
7
月
16
日
に
公
表
さ
れ
た
日
弁
連
の

会
長
談
話
は
、
こ
の
よ
う
な
文
脈
の
下

で
、
米
国
で
死
刑
廃
止
に
向
け
た
動
き

が
加
速
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
趣
旨
の

も
の
で
あ
る
。

　
米
国
で
死
刑
制
度
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、

日
本
に
与
え
る
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

日
本
は
ほ
と
ん
ど
の
国
と
の
間
で
犯
罪

人
引
き
渡
し
条
約
を
締
結
で
き
て
い
な

い
。
日
豪
地
位
協
定
の
交
渉
も
停
滞
し

て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
日
本
に
死
刑
制

度
が
存
在
す
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
国
連
か
ら
も
再
三
に

わ
た
っ
て
死
刑
制
度
の
廃
止
を
検
討
す

る
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
多
方
面

で
国
際
化
が
進
む
中
で
、
死
刑
制
度
に

関
し
て
、
日
本
だ
け
が
我
が
道
を
行
く

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
7
月
下
旬
に
な
っ
て
、
米

国
司
法
省
は
、
7
つ
の
事
件
に
つ
い
て
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
時
代
に
行
わ
れ
た
死
刑

求
刑
を
取
り
下
げ
た
。
今
後
と
も
、
米

国
の
動
き
に
注
視
し
つ
つ
、
日
本
の
法

務
省
に
対
し
て
も
死
刑
制
度
の
廃
止
に

向
け
た
検
討
を
求
め
続
け
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

死刑廃止及び関連する刑罰制度改革実現本部ニュース            日本弁護士連合会　
死刑廃止及び関連する刑罰制度改革実現本部
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・「米国の連邦レベルでの死刑の執行停止を受け、
あらためて日本での死刑制度の廃止を求める
会長談話」と最近の米国での死刑制度をめぐ
る動き　��������������� 11
・2021年度活動方針について� ���� 11
・報告シンポジウム「刑罰制度改革の一環とし
て死刑廃止を考える」　�������� 12
・報告勉強会「いま、改めて死刑再審無罪事件
を学ぶ」� �������������� 12
・報告「アジアの『死刑』を考える」�
（京都弁護士会主催）勉強会������ 12

「
米
国
の
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
死
刑
の
執
行
停
止
を
受
け
、

あ
ら
た
め
て
日
本
で
の
死
刑
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
会
長

談
話
」と
最
近
の
米
国
で
の
死
刑
制
度
を
め
ぐ
る
動
き

副
会
長　

土
井　
裕
明
（
滋
賀
）

　2021年6月18日に開催された死刑廃止及び関連する刑罰

制度改革実現本部の全体会議（理事会内本部）において、

今年度の活動方針案が承認された。

　死刑制度の廃止を実現するため、以下の活動を今年度の

目標としている。

活動目標
（1） �法務省内に、死刑制度を含む刑罰制度改革のた

めの協議を行う審議会（有識者会議などを含む。）

が設置されるよう働きかけること。

（2）� �国会において、死刑執行停止法案を速やかに成

立させること。

（3） �その他、設置要綱に記載されている目的の実現。

2021年度活動方針について2021年度活動方針について
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2
0
2
0
年
10
月
法
制
審
答
申
「
犯

罪
者
に
対
す
る
処
遇
を
一
層
充
実
さ
せ

る
た
め
、
懲
役
と
禁
錮
を
単
一
化
し
て

『
新
自
由
刑
』
と
し
、
新
自
由
刑
に
処

せ
ら
れ
た
者
に
は
改
善
更
生
を
図
る
た

め
、
必
要
な
作
業
を
行
わ
せ
、
ま
た
は

必
要
な
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」

を
受
け
、
日
弁
連
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
刑
罰
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
死
刑

廃
止
を
考
え
る
」
を
本
年
4
月
12
日
に

開
催
し
た
。

　
名
執
雅
子
元
法
務
省
人
権
擁
護
局

長
・
矯
正
局
長
が
、監
獄
法
改
正
の
成
果

と
今
後
の
展
望
等
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　
監
獄
法
改
正
に
よ
り
、
受
刑
者
に
は

矯
正
処
遇
と
し
て
、
作
業
と
改
善
指

導
・
教
科
指
導
が
同
一
レ
ベ
ル
で
位
置

づ
け
ら
れ
、
同
氏
は
、
改
善
指
導
の
シ

ス
テ
ム
作
り
に
携
わ
っ
た
。
職
員
の
間

か
ら
ア
イ
デ
ア
や
工
夫
が
次
々
と
提
出

さ
れ
、「
法
律
が
変
わ
る
」
と
い
う
こ

と
は
雰
囲
気
を
一
変
さ
せ
る
こ
と
を
実

感
し
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
名
執
氏
は
外
部
者
専
門
家
の

登
用
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
刑
務
官
だ

け
が
働
い
て
い
た
刑
務
所
に
教
育
や
心

理
や
福
祉
の
専
門
家
が
増
え
て
く
る
こ

と
で
、組
織
に
多
様
性
が
生
ま
れ
、個
々

の
受
刑
者
の
処
遇
・
教
育
に
つ
い
て
フ

ラ
ッ
ト
な
関
係
で
議
論
で
き
る
雰
囲
気

と
な
っ
た
と
指
摘
し
た
。

　
開
か
れ
た
矯
正
と
し
て
、
視
察
委
員

会
制
度
が
入
っ
た
が
、
外
部
と
の
連
携

に
よ
り
施
設
内
処
遇
か
ら
社
会
内
処
遇

に
つ
な
げ
る
仕
組
み
が
育
っ
た
と
こ
ろ
、

さ
ら
に
福
祉
、
医
療
、
教
育
、
住
居
、

経
済
的
手
当
な
ど
、
よ
り
包
括
的
な
支

援
を
自
治
体
と
連
携
し
て
構
築
す
る
こ

と
が
課
題
と
い
う
。

　
死
刑
の
代
替
刑
と
し
て
の
終
身
刑
に

つ
い
て
は
、
社
会
復
帰
の
望
み
が
全
く

な
い
と
い
う
の
は
受
刑
者
に
相
当
の
絶

望
感
を
与
え
る
の
で
、
現
行
の
死
刑
囚

の
処
遇
と
同
様
に
多
大
な
困
難
を
伴
う
、

わ
ず
か
で
も
社
会
復
帰
の
可
能
性
が
あ

る
な
ら
ば
自
分
の
罪
に
向
き
合
う
と
い

う
処
遇
を
行
う
こ
と
に
な
る
と
指
摘
さ

れ
た
。

　
笹
倉
香
奈
甲
南
大
学
法
学
部
教
授
は
、

米
国
で
は
死
刑
制
度
は
、
行
為
者
の
人

格
や
更
生
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
り
、

い
っ
た
ん
執
行
さ
れ
る
と
取
り
返
し
が

つ
か
な
い
た
め
、
ス
ー
パ
ー
・
デ
ュ
ー
・

プ
ロ
セ
ス
（
超
適
正
手
続
）
が
定
め

ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
死
刑
判
決
の

数
、
死
刑
執
行
の
数
が
、
と
も
に
激

減
し
て
い
る
現
状
を
報
告
し
た
。
バ

イ
デ
ン
大
統
領
は
死
刑
廃
止
を
公
約

し
、
カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
副
大
統
領
は
、

検
察
官
出
身
だ
が
、
死
刑
廃
止
論
者

で
あ
っ
て
、
地
区
検
事
時
代
に
は
死

刑
の
求
刑
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
河
村
建
夫
（
衆
議
院
議
員
）「
日

本
の
死
刑
制
度
の
今
後
を
考
え
る
議

員
の
会
」
会
長
は
、
世
界
の
潮
流
は

死
刑
廃
止
に
向
か
っ
て
お
り
、
そ
う

で
な
い
の
は
先
進
国
の
中
で
日
本
く

ら
い
で
、
日
本
は
こ
の
ま
ま
で
い
い

の
か
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
、
と
挨

拶
さ
れ
た
。

　
2
0
2
1
年
7
月
6
日
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
モ
ナ
ッ
シ
ュ
大
学
法
学
部
准

教
授
の
佐
藤
舞
氏
を
講
師
と
し
て
、
ア

ジ
ア
の
死
刑
制
度
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め

の
勉
強
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
た
。

佐
藤
氏
は
、
同
大
学
で
死
刑
に
つ
い
て

の
研
究
機
関
で
あ
る
エ
レ
オ
ス
研
究
所 

（Eleos Justice

）
を
立
ち
上
げ
、
映

画
「
望
む
の
は
死
刑
で
す
か
　
考
え
悩

む
“
世
論
”」
の
元
と
な
っ
た
調
査
研

究
で
も
著
名
な
社
会
学
者
で
あ
る
。

　
エ
レ
オ
ス
研
究
所
で
は
死
刑
の
研

究
・
教
育
・
死
刑
廃
止
運
動
を
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
、
そ
の
中
で
取
り
組
ん

で
い
る
ア
ジ
ア
の
死
刑
問
題
の
多
く
の

論
点
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
っ
た
。

　
ま
ず
、
ア
ジ
ア
で
の
死
刑
に
関
す
る

研
究
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
指
摘
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
エ
レ
オ
ス
研
究
所
で

の
研
究
成
果
と
し
て
、
ア
ジ
ア
諸
国
に

お
け
る
死
刑
存
廃
論
に
お
い
て
は
、
必

ず
し
も
人
権
や
え
ん
罪
の
問
題
ば
か
り

に
焦
点
が
当
た
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
死
刑
を
存
置
し
て
い
る
こ
と
が
外

交
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
て
対
外
的

な
態
度
を
決
め
る
国
が
あ
る
こ
と
や
、

国
内
へ
の
政
治
的
な
ア
ピ
ー
ル
か
ら
死

刑
を
置
く
国
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
分
析

が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
関
係
で
、
日
本

と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
間
で
自
衛
隊

と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
と
の
法
的
地
位

な
ど
を
規
定
す
る
円
滑
化
協
定
が
交
渉

中
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
日
本
が
死
刑

制
度
を
存
置
し
て
い
る
こ
と
が
こ
う
し

た
交
渉
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
議
論
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と

い
う
示
唆
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
女
性

や
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
死
刑

や
名
誉
殺
人
な
ど
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
国
が
多
数
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、

日
本
で
も
こ
う
し
た
観
点
か
ら
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。

　
教
育
や
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
の
点
に
つ
い

て
も
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
市
民
団
体
や
弁

護
士
の
サ
ポ
ー
ト
、
研
究
者
の
育
成
に

あ
た
っ
て
い
る
こ
と
や
、
ア
ジ
ア
で
の

死
刑
廃
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
活
動

を
し
て
い
る
こ
と
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

死
刑
廃
止
活
動
を
す
る
こ
と
で
政
府
か

ら
の
弾
圧
を
受
け
て
危
険
な
国
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
国
の
活
動
家
が

安
全
に
連
絡
を
取
れ
る
よ
う
に
エ
レ
オ

ス
研
究
所
の
名
前
に
は
死
刑
と
い
う
語

を
入
れ
て
い
な
い
と
い
う
説
明
が
あ
り
、

死
刑
は
、
こ
う
し
た
意
味
で
も
非
常
に

緊
張
し
た
人
権
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
認
識
で
き
た
。

　
こ
こ
で
全
て
の
紹
介
は
で
き
な
い
が
、

佐
藤
氏
の
お
話
を
通
じ
て
、
死
刑
存
廃

論
に
つ
い
て
私
た
ち
が
持
っ
て
い
な

か
っ
た
視
点
を
多
数
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
京
都
弁
護
士
会
の
死
刑
制
度
廃
止

検
討
委
員
会
で
は
、
2
0
1
9
年
に
台

湾
で
の
調
査
を
実
施
す
る
な
ど
海
外
の

死
刑
制
度
の
勉
強
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
今
後
も
国
際
的
な
視
点
を
取
り
入

れ
た
議
論
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
2
0
2
1
年
5
月
14
日
、
京
都
弁
護

士
会
の
鴨
志
田
祐
美
会
員
に
、「
い
ま
、

改
め
て
死
刑
再
審
無
罪
事
件
を
学
ぶ
」

と
題
し
て
、講
演
し
て
い
た
だ
い
た（
日

弁
連
会
館
で
の
講
演
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
の
併
用
）。

　
鴨
志
田
会
員
の
所
属
を
「
京
都
弁
護

士
会
」
と
聞
い
て
、
首
を
か
し
げ
た
方

も
多
い
だ
ろ
う
。
鴨
志
田
会
員
は
、

2
0
2
1
年
3
月
ま
で
は
、
あ
の
大
崎

事
件
が
発
生
し
た
地
で
あ
る
鹿
児
島
県

弁
護
士
会
所
属
で
あ
っ
た
。
今
年
の
4

月
に
京
都
に
登
録
替
え
を
し
た
理
由
は
、

大
崎
事
件
第
四
次
再
審
事
件
弁
護
団
事

務
局
長
と
し
て
の
活
動
と
再
審
法
改
正

を
実
現
す
る
た
め
の
活
動
を
「
車
の
両

輪
」
と
位
置
づ
け
、
鹿
児
島
と
東
京
の

中
間
地
点
に
拠
点
を
移
す
こ
と
が
最
適

で
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
と
言

う
。

　
講
演
は
、
①
「
死
刑
4
再
審
」
と
は
、

②
「
死
刑
4
再
審
」
に
み
る
冤
罪
の
構

図
、
③
「
死
刑
4
再
審
」
後
の
死
刑
再

審
事
件
の
現
状
、
④
死
刑
制
度
と
再
審

法
、
の
順
に
進
め
ら
れ
た
。

　
ま
ず
、
死
刑
4
再
審
事
件
に
つ
い
て
、

捜
査
か
ら
確
定
判
決
、
再
審
無
罪
ま
で

の
道
の
り
に
つ
い
て
詳
細
な
解
説
が

あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
死
刑
4
再
審
か
ら
見
え
て

く
る
冤
罪
の
構
図
と
し
て
、
①
自
白
偏

重
、②
捜
査
機
関
の
「
証
拠
な
き
確
信
」

に
基
づ
く
見
込
み
捜
査
、
③
証
拠
隠
し
、

廃
棄
、
証
拠
の
ね
つ
造
、
④
ジ
ャ
ン
ク

サ
イ
エ
ン
ス
（
ず
さ
ん
な
鑑
定
と
「
理

系
証
拠
」
へ
の
盲
信
）
が
あ
る
と
分
析

さ
れ
た
。

　
そ
の
上
で
、
死
刑
4
再
審
以
降
も
冤

罪
の
構
図
は
な
く
な
っ
て
い
な
い
の
に
、

死
刑
事
件
で
の
再
審
無
罪
判
決
が
1
件

も
な
い
こ
と
、
そ
の
理
由
と
し
て
裁
判

所
に
よ
る
新
証
拠
の
「
明
白
性
」
解
釈

の
変
化
、
検
察
庁
の
「
再
審
対
策
」
の

強
化
な
ど
が
指
摘
さ
れ
、「『
雪
解
け
』

か
ら
『
冬
の
時
代
』
へ
の
逆
流
」
と
表

現
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
鴨
志

田
会
員
は
再
審
法
改
正
の
必
要
性
を
強

調
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
戦
前
の
旧
刑

事
訴
訟
法
は
戦
後
大
き
く
変
わ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
再
審
に
つ
い
て
の
規

定
だ
け
は
旧
法
の
規
定
が
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
残
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

　
こ
の
点
、
日
弁
連
は
過
去
4
回
に
わ

た
り
再
審
法
改
正
案
を
公
表
し
て
い
る

が
、
1
9
9
1
年
（
平
成
3
年
）
案
を

最
後
に
動
き
が
沈
静
化
し
て
い
る
。
鴨

志
田
会
員
は
こ
れ
を
憂
い
、
長
年
、
日

弁
連
内
で
も
幾
度
と
な
く
悔
し
い
思
い

を
し
な
が
ら
、
日
弁
連
と
し
て
の
運
動

を
進
め
る
た
め
に
闘
っ
て
こ
ら
れ
た
と

お
見
受
け
す
る
。

　
講
演
の
結
び
は
、「
仮
に
死
刑
存
置

論
に
立
っ
て
も
、
我
が
国
の
刑
事
司
法

の
現
状
で
は
死
刑
制
度
の
合
理
性
を
担

保
で
き
な
い
！
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
な
お
、
ご
自
身
は
、
再
審
制
度
の

改
正
に
か
か
わ
ら
ず
死
刑
廃
止
論
者
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
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基調講演をされる名執雅子氏


